
2016年 4月 27日

【新刊発売のご案内】
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博報堂のアートディレクターの仕事を紹介するシリーズ本“HAKUHODO ART DIRECTORS

WORKS & STYLES”の第１弾『榎本卓朗の仕事』を出版いたしましたので、お知らせいたします。

榎本卓朗は博報堂のクリエイティブを牽引するアートディレクターのひとり。本書では、榎本の代

表作、手描きコンテ、撮影の現場など、プロの「広告職人」たる仕事ぶりを、さまざまな角度で紹介

しています。

グラフィック制作と TVCM制作の両方を手がけるマルチプレイヤーとして活動する榎本が語る、ア

ートディレクターという仕事、広告、クリエイティブ業界への取り組み方についての想いや、学生時

代の絵日記や彼の作品を通じて、榎本の持つ「届ける力」の根源を探る一冊となっています。

本書が、これから広告作りを目指す方々に、少しでもお役に立つことができれば幸いです。
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榎本 卓朗 アートディレクター

1977年、宮崎県生まれ。2000年に東京工芸大学芸術学部デザイン科を卒業後、博報堂に入社。現

在、シニアアートディレクターとしてグラフィック制作とTVCM制作両方を手がける稀有なマルチプ

レイヤーとして、博報堂を代表するヒット広告を連発している。主な仕事に大塚製薬「カロリーメイ

ト」、大塚食品「MATCH」、日野自動車「HINO DUTRO」、kracie「HIMAWARI」など。受賞

歴は東京ADC賞、ACC賞金賞、タイムズアジアパシフィック広告賞金賞、ニューヨークADC賞銀

賞、ロンドン国際広告賞銀賞、テレビ広告電通賞、ギャラクシー賞ほか多数。


